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１　知的障害児のリズム運動
　リトミックは、Dalcroze（1921）が創始した音楽教育の方法
として体系化したものだが、その中核的なものにリズム運動が
ある。リズム運動は、即興的な音楽に運動を合わせる活動であ
るが、幼児や知的障害児においては即興的に変化する音楽を聴
きとり、その音楽に合わせて運動することはむずかしいことが
多い。さらには、聴きとった音楽の理解や動きのイメージを具
体化することも困難な状況がみられる。
　そこで、できるだけわかりやすい音楽を提示し、その音楽に
合ったイメージがもてるように、ことばでの説明や場面をイ
メージできる絵画、日常的で具体的なストーリーを用意するな
どの工夫が必要となる。
　望月・山浦・齋藤・土野（1982）は、「山のぼりにいこう」
「そうじをしよう」「おつかいに出かけよう」「ごはんを作ろ
う」など、身近なテーマを取り上げ、ストーリーにそって音楽
と動きを合わせた教材を紹介した。齋藤・齋藤(1997)は、知的
障害児がイメージしやすいリズムや動きは、歩く・走る・跳ね
るリズム、動物や乗り物の動き、毎年繰り返される学校行事な
どと結びつけた活動であるとし、「雨と雷と虹」「動物村の運動
会」「林間学校へ行こう」「宇宙へ行こう」などの教材を紹介し
ている。
　長谷川（2008）は、知的障害児を対象にしたリズム運動で使
用する音楽と動きは、①生徒の実態に合った難しすぎない動き
や音楽、②動きを引き出しやすいリズムやテンポ、③動きのイ
メージと音楽のイメージが結びつきやすいこと、④生徒が知っ
ている音楽と知らない音楽の組み合わせ、⑤生活年齢と発達年
齢のバランスを考えることを留意点としてあげている。
　そこで、齋藤（2014）は「水族館へいこう」というテーマで
「みんなでいこう水族館」（歩）、「大波小波」（数人で手をつな
ぎ波のように前進後退する）、「さかなになって泳ぐ」（走）、「ペ
ンギンの行進」（かかと歩き）を紹介した。
　さらに、齋藤（2015）は始まりと終わり、楽曲と楽曲との間
にナレーションを入れ、リズム運動の組曲として「動物園へ行
こう」を開発した。動きとしては、スキップ、つま先歩き、両
足跳び、ゆっくり歩行、ゴリラの動きを組み合わせた。音楽は
モーツアルト作曲「春へのあこがれ」、シューマン作曲「子ど
ものためのアルバム」から数曲などを使用した。　
　これらを参考にしながら、小学部の知的障害児を対象に、自
作の音楽やNHK「みんなのうた」で紹介された音楽などを組み
合わせ、リズム運動「おさんぽランラン」を構成した。
２　リズム運動「おさんぽランラン」の概要
　みんなでお散歩に行きながら、見たり、乗ったり、何かに気
づいたり、動物になってみたりする。表情豊かに楽しそうにリ
ズムにのって動くこと、テンポ、リズム、拍の長さ、強弱、休
止などを聞き取って動作化すること、さんぽ、ツバメ、何か
な？、イヌ、シマウマなどの動きをイメージして動作すること
を目標とする。
　そして、ナレーション（※）を加え、具体的な場面や活動に
ついて、イメージがわくようにした。
（１）「おさんぽランラン」（歩行）（楽譜１）
※「胸をはって、両手を振って、笑顔で、元気よく歩きます。
途中、“オーッ”と右腕を高く突き上げます」
（２）「何かな？」（ぬき足さし足しのび足）（楽譜２）
※「おや、何かな？」（抜き足、差し足、忍び足）「なーんだ犬
か」
（３）子犬のさんぽ（四つばい、鳴く）（楽譜３）
※「みんなも子犬になってお散歩しよう」両手と膝をつき、歩
く。途中、「ワン」と鳴く。
（４）「おさんぽランラン」（歩行）（楽譜１）
※「胸をはって、両手を振って、笑顔で、元気よく歩きます。
途中、“オーッ”と右腕を高く突き上げます」
（５）ツバメ（走）「走れ並木を」（楽譜４）
※「あっ、ツバメが飛んでる。速いね。さあ、みんなもツバメ
のように飛ぶぞ」（両手をうしろにひき、胸を突き出して走
る）（止まる）
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（６）「おさんぽランラン」（歩行）（楽譜１）
※「胸をはって、両手を振って、笑顔で、元気よく歩きます。
途中、“オーッ”と右腕を高く突き上げます」
（７）シマウマ（ギャロップ）「みどりいろの翼」（楽譜５）
※「公園に着いたよ。動物の乗り物があるね。よし、シマウマ
さんに乗ってかけまわろう」（両腕を前にまっすぐ出して、
右足を前に出して、ギャロップする）
（８）「おさんぽランラン」（歩行）（楽譜１）
※「そろそろ帰りましょう。胸をはって、両手を振って、元気
よく歩いて帰りましょう」
３　対象とする児童生徒と授業場面　
　対象とするのは、特別支援学校（知的障害）小学部から中学
部、小学校特別支援学級（知的障害、自閉症・情緒障害）の児
童生徒である。幼稚園や小学校低学年の幼児児童も対象とする
ことができる。
　授業場面としては、毎朝行われる運動として取り組むことが
できる。また、音楽の授業や自立活動の場面でも取り扱うこと
もできる。
４　ねらい
○散歩や子犬、ツバメ、シマウマなどの動きをイメージする。
○歩く、ぬき足さし足しのび足、四つばい、吠える、走る、
ギャロップなどの動作を行う。
○音楽の速度や強弱、跳ねるリズム、止まるなどの音楽の要素
や動作を結びつける。
５　指導上の留意点　
○元気に両手を振り、胸を張って歩くように声をかけ、教師が
見本をみせる。
○何かがいるけどわからない状況、膝をあげ、つま先から音を
立てないように歩き止まるように働きかける。
○四つばいで歩くときには、リズムに合わせることよりも両
手のつき方や姿勢に気をつけるように働きかける。そして、
「ワン」の鳴き声では顔を上げ、見本をみせる
○ツバメになって走るときには、「ヤ－」と声をだし、両手を
後ろに伸ばし、サーッと飛ぶように走る。終止でピタッと止
まるよう声をかける。
○ギャロップで跳ねることが苦手な子どもには、片方の脇の下
を支え、一緒に跳ねる動作をして支援する。
○散歩で出会う動物や公園のイラストなどを用意して見えるよ
うにしておく。
○タイミングよく評価し、ほめ、どのような動きをしたらよい
か、ナレーションを加える。
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